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要旨
本稿では、2₀₁8年に刊行された『聖書　聖書協会共同訳』の編集過程で、

ノンクリスチャンの外部モニターとして携わった者として、いくつか気づい
たことを記した。一日本語の専門家として参加したため、翻訳方針前文の主
要な使用目的である「礼拝での朗読にふさわしい、格調高く美しい日本語訳」
に沿っているかどうかだけでなく、義務教育を終了した日本語能力を持つ人
に理解できるか、将来にわたって日本語、日本文化の形成に貢献できるか否
かということに注意した。具体的には、主に他動性にかかわる問題、肯定形
で使われていた語が専ら下に否定形を伴うものとして使われるようになった
語、語の意味の変化について論じた。その際、日本語の現状を知るために『現
代日本語書き言葉均衡コーパス』と『日本語歴史コーパス　明治・大正編』
などを援用して立証した。

キーワード：他動性　肯定／否定　意味の変化　コーパス
Key Words：transitivity   positive vs. negative   change of meaning   corpus

１ ．はじめに

2₀₁8年₁2月に日本聖書協会から『聖書　聖書協会共同訳』が刊行された。『聖
書　新共同訳』が刊行されたのが₁₉8₇年なので、この『聖書　聖書協会共同
訳』はそれから₃₁年ぶりにゼロから翻訳されたことになる。
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筆者は2₀₁₅年 ₄ 月から2₀₁₇年 ₉ 月まで 2 年 ₅ カ月にわたり、ノンクリス
チャンの外部モニターとして作業に携わったのだが、その時に気が付いたこ
とをいくつか記しておきたい。

外部モニターの仕事は、編集委員会により検討された第六稿（パイロット
版）に対して、訳文が翻訳方針前文に明記されている主要な使用目的である

「礼拝での朗読にふさわしい、格調高く美しい日本語訳」となっているかど
うか、また、その他疑問に思うところがないかどうかについて、外部モニター
がそれぞれの立場から意見を述べることである。この意見に基づいて、再度
編集委員会が訳文を検討して第七稿とし、翻訳作業はこれで終了する。筆者
は2₀名から構成された外部モニターのうち日本語の専門家として参加した。
各外部モニターは約2₇₀章（₇₄₀₀節）を担当したが、これは全体で₁₉₇₆ペー
ジからなる『聖書　新共同訳』の₄₇₀ページ程度に相当するそうである。具
体的な作業としては、送られてきた聖書箇所を読み、疑問に思った訳語や訳
文を抜き出し、その改訂案と理由・根拠などのコメントを書くことである。
筆者は、まず聖書箇所を読み、気になったところを抜き出し、次になぜ気に
なったかを考えた。それから改訂案を考えるのであるが、その際、『聖書　
新共同訳』や新約聖書の場合は新約聖書翻訳委員会訳『新約聖書』を参考に
した。最後に実際に音読してみて、聞いた人がわかるかどうかを考えた。先
にも述べたように、筆者は一日本語の専門家として加わったために、下記の
翻訳方針前文の（ ₁ ）～（ ₇ ）のうち主要目的である（ 2 ）のほかに（ ₃ ）
と（ ₄ ）に特に注意することにした。

（ ₁ ） 共同訳事業の延長とし、日本の教会の標準訳聖書となること、また、

すべてのキリスト教会での使用を目指す。

（ 2 ） 礼拝で用いることを主要な目的とする。そのため、礼拝での朗読

にふさわしい、格調高く美しい日本語訳を目指す。

（ ₃ ）義務教育を終了した日本語能力を持つ人を対象とする。

（ ₄ ） 言語と文化の変化に対応し、将来にわたって日本語、日本文化の

形成に貢献できることを目指す。

（ ₅ ） この数十年における聖書学、翻訳学などの成果に基づき、原典に

忠実な翻訳を目指す。底本として、旧約（BHQ）・新約（UBS 第
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　　  ₅ 版）・旧約続編（ゲッティンゲン版）など、最新の校訂本をで

きる限り使用する。

（ ₆ ） 文学類型の違いを訳出して原典の持つ力強さを伝達する努力はす

るが、聖書が神の言葉であることをわきまえ、統一性を保つ視点

を失わないこととする。固有名詞や重要な神学用語については『新

共同訳』のみならず、過去の諸翻訳も参考にして、最も適切な訳

語を得るようにつとめる。

（ ₇ ） その出版に際して、異読、ならびに地理や文化背景などを説明す

る注、引照聖句、重要語句を解説する巻末解説、小見出し、章節、

地図や年表、などの本文以外の部分は、できる限り様々な組み合

わせを考え、読者のニーズに応える努力をする。

以下に具体的な例を ₃ つ挙げることにする。例 ₁ と例 2 は訳語の、例 ₃ は
訳文の例である。（以下、傍線筆者）
例 ₁ ．第六稿の聖書箇所：箴言2₇章 ₃ 節
　　　　　　　　石は重く、砂も重しとなる
　　　　　　　　無知な者の悩みはこれらのものよりもなお重たい。
　　　改訂案：　石は重く、砂も重しとなる
　　　　　　　　無知な者の悩みはこれらのものよりもなお重い。
　　　理由／根拠： 「重たい」は目方や量が多すぎて負担を感じる。しかし、

主語は「無知な者の悩み」なので、ここでは「重い」の
方がよいと思う。

　　　聖書協会共同訳　：箴言2₇章 ₃ 節
　　　　　　　　石は重く、砂も重しとなる
　　　　　　　　無知な者の悩みはこれらのものよりもなお重い。
例 2 ．第六稿の聖書箇所：マルコによる福音書₁₀章22節
　　　　　　　　彼はこの言葉に顔を曇らせ、悲しみながら立ち去った。
　　　改訂案： 　彼はこの言葉に顔を曇らせ、悲しみのうちに立ち去った。
　　　理由／根拠： 「ながら」は、二つの事柄が並行して行われることを示

す接続助詞で、「働きながら勉強する」のように「ながら」
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の前項の動詞は、持続の意味を表す動詞が来るのが通常
である。しかし、「悲しむ」は状態を表す形容詞的な動
詞なので、ふさわしくないと考えられる。

　　聖書協会共同訳：マルコによる福音書₁₀章22節
　　　　　　　　彼はこの言葉に顔を曇らせ、悩みつつ立ち去った。
例 ₃ ．第六稿の聖書箇所：詩編22章2₄節
　　　　　　　　主におののけ。
　　　改訂案：　主を恐れよ。
　　　理由／根拠： 「恐怖におののく」「恐ろしさにおののく」とは言うが、「主

におののく」とはいわないのではないか。また、「おの
のく」は「ぶるぶる震える」という意味の無意志動詞な
ので、この命令形は不自然である。新共同訳の「主を恐
れよ」の方が適当ではないか。

　　　聖書協会共同訳：詩編22章2₄節
　　　　　　　　主を畏れよ。

筆者は、ここでは改訂案に示したように「主を恐れよ」の方が適切ではな
いかと考える。 2 以下ではこのような作業の中で、特に気になったことを取
り上げる。

２ ．他動性にかかわる問題

他動性とは、他動詞と目的語の関係を言い、特に目的語に与える影響の度
合いの強弱をいう。（詳しくは『日本語文法事典』₃₉2ページ参照）ここでは、

「信頼する」という動詞の他動性について述べる。（ ₁ ）から（ ₅ ）に第六稿
の詩編からの例をあげるが、「信頼する」という語は『聖書』のいたるとこ
ろに見られ、そのほとんどが（ ₁ ）～（ ₅ ）のように「名詞（主・あなた・
神の慈しみ・神・御言葉）＋に＋信頼する」である。

（ ₁ ）義のいけにえを献げ　
　　 主に信頼せよ。（第六稿：詩編 ₄ 章 ₆ 節）

（ 2 ）御名を知る者はあなたに信頼する。（第六稿：詩編 ₉ 章₁₁節）
（ ₃ ）代々とこしえに慈しみに信頼します。（第六稿：詩編₅2章₁₀節）
（ ₄ ）民よ、どのような時にも神に信頼せよ。（第六稿：詩編₆2章 ₉ 節）
（ ₅ ）私は御言葉に信頼する、と。（第六稿：詩編₁₁₉章₄2節）
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筆者は「名詞＋に＋信頼する」という句に遭遇するたびに「名詞＋を＋信
頼する」を改訂案として、その理由 / 根拠として、サ変漢語動詞「信頼する」
は目的語として名詞をとる場合は「助詞」は「を」をとるからと書いた。し
かし、この改訂案は受け入れられず、『聖書　聖書協会共同訳』は、ほとん
ど「名詞＋に＋信頼する」のままとなっている。（ ₆ ）と（ ₇ ）は、筆者が
担当した箇所ではないが、『聖書　聖書協会共同訳』で「名詞＋を＋信頼する」
となっている珍しい例である。

（ ₆ ） 彼があなたを信頼しているゆえに。（聖書協会共同訳：イザヤ書2₆
章 ₃ 節）

（ ₇ ）主をどこまでも信頼せよ。（聖書協会共同訳：イザヤ書2₆章 ₄ 節）
他の箇所にも「名詞＋を＋信頼する」はあるのだろうか。
クリスチャンの知人に「神に信頼する」はおかしいと感じないかと尋ねて

みたところ、一人は「神に心を寄せる」という意味なので、不自然でないと
いい、もう一人の知人は「神に信頼を置く」という意味なので、「に」でよ
いのだと答えてくれた。

そこで、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（注₁）では、「信頼する」は助
詞「に」と「を」のどちらをとることが多いかを調査した。表 ₁ はその結果
である。

表 １　『現代日本語書き言葉均衡コーパス』で検索した「に /を信頼する」

に信頼する  2₉例  ₇.₃％
を信頼する ₃₆8例 ₉2.₇％

  合計 ₃₉₇例  ₁₀₀％

 
「信頼する」の用例は₃₉₇例あったが、そのうち約₉₃％は「を」をとり、「に」

をとる用例は約 ₇ ％であることがわかった。₃₆8例中 ₅ 例は（ 8 ）のように「神
を信頼する」である。

（ 8 ） オレが神を信頼しなくなった理由の一つはそれがある（LB₁₉_ 
₀₀₁₁　高橋克彦『竜の柩』₁₉₉₇）

また、約 ₇ ％の2₉例中「名詞（神 / 神様 / 神の恵み）＋に＋信頼する」は
₅ 例あり、また、₁₀例は（ ₉ ）のように₁₉₄₆年（昭和2₁年）に公布された憲
法前文の「日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇
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高な理想を深く自覚するのであつて、平和を愛する諸国民の公正と信義に信
頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した」（注2）の引用である。

（ ₉ ） ・・・、前文ですべての国民が「平和を愛する諸国民の公正と信
義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した」と
述べている。（OT₃₃_₀₀₀₇₀『現代社会』2₀₀₆）

それでは、₁₉₄₆年（昭和2₁年）以前は、「名詞＋に／を＋信頼する」のどち
らが多く使われていたのだろうか。『日本語歴史コーパス　明治・大正編』（注₃）

のデータを収集して調べてみた結果、用例は₇₆例あった。

表 ２　『日本語歴史コーパス　明治・大正編』で検索した「に /を信頼する」

に信頼する ₅₅例 ₇2.₄％
を信頼する 2₁例 2₇.₆％

合計 ₇₆例 ₁₀₀％

（₁₀）は「名詞＋に＋信頼する」の、（₁₁）は「名詞＋を＋信頼する」の用
例である。

（₁₀） それは恰も、あの主人に信頼しきつて居る無智な犬の澄みきつた
眼でぢつと見上げられた時の気持に似て、・・・。（₆₀N 田園₁₉₁8-
₁₁₀₀8佐藤春夫『田園の憂鬱』₁₉₁₉）

（₁₁） 従つて國民の政府を信頼せず、議員を信用しないのも無理はない。
（₆₀M 太陽₁₉₀₉-₀₄₀₁₇村松恒一郎『太陽』₁₉₀₉）

『日本語歴史コーパス　明治・大正編』の結果は、『現代日本語書き言葉均
衡コーパス』の結果とは反対で、「名詞＋に＋信頼する」が全体の約₇2％を
占めており、「名詞＋を＋信頼する」は約28％しか占めていないことが分かる。
つまり、明治・大正期には、「に」がかなり使われていたのに対して、昭和
期になると「を」の使用が急増したことがわかる。

この原因は、普通、他動詞は助詞「を」をとり目的格を表すが、この影響
を受けて、「信頼する」という動詞は他動性が高まり、「を」の使用が増えた
と考えられる。

実際いつごろから「を」の使用が増えたのかはコーパスでは明らかにする
ことはできない。これは、『日本語歴史コーパス　明治・大正編』は大正₁₅
年＝昭和元年（₁₉2₆）までのデータであるのに対して、『現代日本語書き言
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葉均衡コーパス』は、「収録対象の刊行年代は、最大₃₀年間（₁₉₇₆～2₀₀₅）
です。メインとなる書籍の場合は、₁₉8₆から2₀₀₅年になります。」とあるか
らである。つまり、昭和 2 年（₁₉2₇年）から昭和₅₁年（₁₉₇₆年）までの約₅₀
年間のデータはコーパスを使っては調べられないためである。

では、2₀₁8年に刊行された『聖書　聖書協会共同訳』では、なぜ「名詞＋
に＋信頼する」が多用されているのであろうか。この理由として 2 つのこと
が考えられよう。一つは翻訳方針前文の主要目的である（ 2 ）「礼拝で用い
ることを主要な目的とする。そのため、礼拝での朗読にふさわしい、格調高
く美しい日本語訳を目指す。」によるのではないだろうか。つまり、格調の
高さを保つために、以前からの「名詞＋に＋信頼する」を保存したのであろ
う。もう一つの理由は、目的語を「を」格で示すと他動性が強まり、対象が
より直接的になるが、「に」格を使うと、他動性および直接性が弱まるため
であろう。

３ ．用法の変化

第六稿（パイロット版）の、詩編や箴言には「飽き足りる」という複合動
詞が、 （₁2）、（₁₃）のように使われていた。

（₁2）天のパンをもって彼らを飽き足らせた。（第六稿：詩編₁₀₅章₄₀節）
（₁₃） 自分の土地を耕す人はパンに飽き足りる。（第六稿：箴言₁2章₁₁節）

筆者は「飽き足る」と「飽き足りる」を肯定の形で使うことに違和感を覚
えたので、『新明解国語辞典　第七版』を引いてみたところ、「あきたる」も

「あきたりる」も見出し項目になく、「あきたりない」が見出し項目になって
いた。語釈には「それでは十分だと思う（認める）ことが出来ない。飽き足
りぬ。」とあり、「現状に＿＿＿＿」という用例があった。次に『日本国語大
辞典　第二版』第一巻を調べてみたが、「あきたりる」「あきたる」が見出し
語となっており、「あきたりない」は「［連語］⇒あきたりる（飽足）」と見
出し語となっていた。「あきたりる」は、語釈冒頭の注記に（四段活用の「あ
きたる」から転じて、近世後期ごろから江戸で使われるようになったもの。
多く下に打消しを伴う）とあり、語釈には「「あきたる（飽足）」に同じ」と
あった。「あきたる」の語釈冒頭注記にも（古くは、「あきだる」。多く下に
打消しを伴う）とあり、語釈としては「十分に満たされたという気持ちにな
る。満足する。あきたりる。」とあった。
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筆者は「飽き足る」と「飽き足りる」を肯定の形で使うことに抵抗を感じ
たので、それを理由 / 根拠とし、改訂案は「十分に満足する」とした。第六
稿の（₁2）の「飽き足らせた」は、『聖書　聖書協会共同訳』では（₁2）̓の
ように、（₁₃）の「飽き足りる」は（₁₃）̓のように変更されていた。

（₁2）̓ �天のパンをもって彼らを飽きさせた。（聖書協会共同訳：詩編₁₀₅
章₄₀節）

（₁₃）̓ �自分の土地を耕す人はパンに満ち足りる。（聖書協会共同訳：箴言
₁2章₁₁節）

「飽き足りる」は、詩編と箴言のほかの箇所でも使われていた。
（₁₄） この魂は災いに飽き足り、この命は陰府に届きそうです。（第六稿：

詩編88章 ₄ 節）
ここの改訂案としては、『聖書　新共同訳』のように「私の魂は苦難を味

わい尽くし・・・。」としたが、『聖書　聖書協会共同訳』では、（₁₄）̓のよ
うになっていた。

（₁₄）̓  この魂は災いを知り尽くし　この命は陰府に届きそうです。（聖書
協会共同訳：詩編88章 ₄ 節）

また、（₁₅）の「飽き足りよ」は「十分に満足せよ」を改訂案としたところ、
『聖書　聖書協会共同訳』では、（₁₅）̓のようになっていた。

（₁₅）眠りを愛するな、貧しくならないために。
　　 目を見開き、パンに飽き足りよ。（第六稿：箴言2₀章₁₃節）

（₁₅）̓眠りを愛するな、貧しくならないために。
　　 目を見開き、パンに満ち足りよ。（聖書協会共同訳：箴言2₀章₁₃節）

「飽き足る」と「飽き足りる」を「十分に満たされたという気持ちになる。
満足する。」の意味に使うことはもちろん誤用とは言えないだろう。しかし、

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』でも、「飽き足る」の用例₁₁₁例のうち、
肯定形で使われているのは（₁₆）の ₁ 例だけで、「飽き足りる」は2₅例中、（₁₇）
の ₁ 例のみであった。

（₁₆） ・・・、わたしたちを互いに結びつけてくださり、祝祭の時のよ
うにわたしたちを飽きたらせてくださいます。（PB2₁-₀₀₀₄₅エー
バハルト・ユンゲル著／佐藤司郎訳『中断』教文館2₀₀2）

（₁₇） 「あなたがたは夕には肉を食べ、朝にはパンに飽き足りるであろう」
と仰せられた。（LB ｑ ₃ -₀₀₀₄₄増田和宣『世界の故事・名言・こ
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とわざ』自由国民社2₀₀2）
（₁₆）は哲学書で、（₁₇）は書名からもわかるように、故事・名言・ことわ

ざからの引用だと思われる。なお、『日本語歴史コーパス　明治・大正編』
にも 2 例見られたが、 2 例とも下に否定を伴って使われていた。すなわち、
ほとんどの用例が否定を伴って使われており、肯定形で使われることは、めっ
たにないということになる。

４ ．意味の変化

「報い」は、『聖書』ではかなり頻繁に見られる語である。『新共同訳聖書
　聖書辞典』の見出し語にもあることから考えても、「報い」は『聖書』に
おいて重要な語であると考えられる。

（₁8）これが私を訴え
　　 私の魂を悪く言う者らへの
　　　　 主からの報いとなるように。（第六稿：詩編₁₀₉章2₀節）

筆者は（₁8）の「報い」の使い方には何の違和感も覚えない。しかし、次
の（₁₉）（2₀）（2₁）の使い方には抵抗を感じる。

（₁₉） 自分を愛してくれた人を愛したところで、あなたがたにどんな報
いがあろうか。（第六稿：マタイによる福音書 ₅ 章₄₆節）

（2₀） アーメン、あなたがたに言う。あなたがたがキリストに属する者
であるという理由で、一杯の水を飲ませてくれる者は、決してそ
の報いを失うことはない。（第六稿：マルコによる福音書 ₉ 章₄₁節）

（2₁） よく気をつけて、私たちが働いて得たものを失うことがなく、豊
かな報いを受けるようにしなさい。（第六稿：ヨハネの手紙 二　
8 節）

なぜ、抵抗を感じるかというと、この ₃ 例は「ある行為を結果として、そ
の人に与えられる善いことがら」の意味で使われているからである。また、

（22）のように「報い」を善悪のどちらでもなく、ニュートラルな意味で使
われている場合もあるが、筆者はこの「報い」の使い方にも抵抗を感じる。

（22）神は人間の行いに報いを与え
　　  それぞれの歩みに応じて報いに気づかせる。（第六稿：ヨブ記₃₄章

₁₁節）
なぜなら、「報い」の意味は（₁8）の「報い」のように「ある行為を結果
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として、その人に与えられる悪いことがら」だと考えるからである。『現代
国語例解辞典　第五版』にも、「報い」の語釈として、「ある行為の結果とし
て身にはね返ってくる事柄。善悪いずれについてもいうが、現在では、悪い
行為をした場合に言うことが多い。」とあり、用例として「人をだました報い」
とある。『新明解国語辞典　第七版』の語釈にも「㊀以前した行いの総決算
としてその人に与えられる、負の結果。［古くは、プラスの面についても言っ
た］㊁仏教的な意味における現世の果報、また、現世的な意味における報酬・
復讐」とある。そのため、第六稿に「報い」という語がプラスの意味やニュー
トラルの意味で使われている聖書の箇所に出会う度に上記に書いた理由 / 根
拠を示し、（₁₉）（2₀）（2₁）とも「報酬」を改訂案とした。『聖書　聖書協会
共同訳』では、（₁₉）と（2₁）は、第六稿のままであったが、（2₀）の「決し
てその報いを失うことはない」の部分は、（2₀）̓のように変更されていたが、

「報い」はそのまま使われていた。
（2₀）̓  ・・・、必ずその報いを受ける。（聖書協会共同訳：マルコによる

福音書 ₉ 章₄₁節）
なお、（22）のようにニュートラルに使われている場合は、『聖書　新共同

訳』を参考にして、次のような改訂案を示した。
（22）の改訂案：神は人間の行いに応じて相応の分を与え、
　　　　　 　 それぞれの歩みに応じて与えられる。

『聖書　聖書協会共同訳』では、次のように変更されていた。
（22）̓神は人間の行いに従って報い
　　  それぞれの歩みに応じて報いを与えられる。（聖書協会共同訳：ヨ

ブ記₃₄章₁₁節）
第六稿の₁₁節の「神は人間の行いに報いを与え」の「報い」は、『聖書　

聖書協会共同訳』では、「神は人間の行いに従って報い」と名詞から動詞「報
いる」の連用形になっており、「それぞれの歩みに応じて報いに気づかせる」
の「報い」はそのままで、動詞「気づかせる」が「与えられる」に変更され
ていた。『聖書』で「報い」がプラスの意味で使われることが多いのは、宗
教的なコンテクスト、すなわち背後に神の存在があるからだと考えられない
だろうか。

参考までに『現代日本語書き言葉均衡コーパス』で「報い」はプラス、マ
イナス、ニュートラルのどの意味で使われる場合が多いのか調べてみた。表
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₃ はその結果である。

表 ３　『現代日本語書き言葉均衡コーパス』で「報い」を検索し、意味を調べた結果

マイナスの意味 ₁₁8例   ₆₉％
プラスの意味  ₄₄例 2₅.₇％
ニュートラルな意味   8例  ₄.8%

意味が不明   ₁例  ₀.₅%

合計 ₁₇₁例  ₁₀₀%

（2₃）のようにプラスの意味は₄₄例で全体の約2₆％を占めていたが、これ
は筆者が予想していたよりも多かった。

（2₃） ・・・、母親の愛はかわりません。何の報いも求めないで、子供
のためにエネルギーを費やすことでしょう。（Yahoo! ブログ「健
康と医学 / 美容と健康 / フイットネス」2₀₀8）

「報い」という語は、意味の下落の傾向にあるのであろうか。「報い」と同
じような意味の「果報」ももともと善悪両方の意味で用いられていたのが、
現在では「果報は寝て待て」「果報者」のように「幸運」の意味で用いられ
るようになり、意味が向上したのに対して、「報い」は反対の現象が見られ
るようになったのであろうか。 2 冊の国語辞典にも「報い」は、「現在マイ
ナスの意味で使われることが多い」と書いてあるように、マイナスの意味で
使われることが多いのではないかと考えられる。そうだとしたら、『聖書』
でプラスの意味で使われる場合は、筆者が提案したように「報酬」なり、他
の語や句に変えた方が良いのではないかと思われる。

５ ．その他

『聖書』の箇所が礼拝で朗読されたとき、誤って解釈されるおそれがある
のではないかと思った例を 2 つ挙げる。

一つは、「私に聞け」という表現である。
（2₄）それゆえ、私は言うのだ。
　　  私に聞け、私もまた自分の意見を述べよう、と。（第六稿：ヨブ記

₃2章₁₀節）
筆者は改訂案として「私の言うことを聞け」とし、その理由 / 根拠として、
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「私に聞け」だと、何かについて私に尋ねるようにと命令しているように感
じるためだとした。日本語では、「聞く」の目的語として「私の言うこと」
のように「聞く」の内容を表す名詞句が来ないと自然でなくなる。（2₄）以
外にも第六稿では、次のように「私に聞け」という表現がしばしば見られた。

（2₅）ヤコブよ、私に聞け。
　　 私が呼び出したイスラエルよ。（第六稿：イザヤ書₄8章₁2節）

（2₆）子らよ、今こそ、私に聞け。
　　 私の口の言葉から離れるな。（第六稿：箴言 ₅ 章 ₇ 節）

（2₇）もし、あなたに言葉がないなら、私に聞け。
　　 沈黙せよ、私があなたに知恵を教える。（第六稿：ヨブ記₃₃章₃₃節）

筆者はその都度改訂案を出した。『聖書　聖書協会共同訳』では、（2₄）（2₅）
（2₇）の ₃ か所は、次のように変更されていた。

（2₄）̓それゆえ、私は言うのだ。
　　  聞け、私もまた自分の意見を述べよう、と。（聖書協会共同訳：ヨ

ブ記₃2章₁₀節）
（2₅）̓ヤコブよ、聞け。
　　  私が呼び出したイスラエルよ。（聖書協会共同訳：イザヤ書₄8章₁2

節）
（2₇）̓もし、あなたに言葉がないなら、聞け。
　　  沈黙せよ、私があなたに知恵を教える。（聖書協会共同訳：ヨブ記

₃₃章₃₃節）
しかし、（2₆）は変更はなく第六稿のままであった。 
二つ目は、同訓異義語の「おそれる」の問題である。「おそれる」を『常

用漢字表』内の漢字で表記した場合、「恐れる」と「畏れる」がある。「恐れ
る」は、「恐怖に感じる」と「心配する」、それに「畏敬する」の意味がある
が、第六稿ではこの場合、（28）のように「畏れる」を使っていた。

（28）その慈しみは代々限りなく
　　　 主を畏れる者に及びます。（第六稿：ルカによる福音書 ₁ 章₅₀節）
礼拝の朗読で（28）の箇所を聞いた人が「恐れる」と「畏れる」のどちら

を想像するであろうか。クリスチャンが聞いたら、「その慈しみは代々限り
なく」と前にあるので、当然「畏敬する」の意味だと解釈するのであろう。
しかし、クリスチャンでない人も聞くことを考え、筆者は「畏れる」の改訂
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案として「畏れ敬う」とした。なぜなら、翻訳方針前文の主要目的である（ 2 ）
「礼拝で用いることを主要な目的とする。そのために礼拝での朗読にふさわ
しい、格調高く美しい日本語約を目指す」には、傍線を引いたように「礼拝
での朗読にふさわしい」とあるからである。「朗読にふさわしい」というこ
とは、誰が聞いてもその意味がわからなければならないと、筆者は考えるか
らである。従って、（2₉）も同様に「畏れ敬う」を改訂案とした。

（2₉）私は、あなたを畏れるすべての人
　　 あなたの諭しを守る人たちの友です。（第六稿：詩編₁₁₉章₆₃節）

（2₉）の改訂案：私は、あなたを畏れ敬うすべての人
　　 あなたの諭しを守る人たちの友です。

しかし、この改訂案は『聖書　聖書協会共同訳』では取り入れられず、「畏
れる者」「畏れるすべての人」のままであった。「主を畏れる」「神を畏れる」

「あなたを畏れる」という表現は、旧約聖書だけでなく新約聖書にもよく見
られる表現である。「おそれる」は現代語では「恐怖に感じる」か「心配する」
の意味で使われることが圧倒的に多いと思われる。さらに、「おそれる」に「畏
敬する」という意味があるということさえ知らない人も少なからずいるので
はないだろうか。文脈から区別できるということもあるだろう。しかし、例
えば、有名な（₃₀）では、どうであろうか。

（₃₀）すべてに耳を傾けて得た結論。
　　 神を畏れ、その戒めを守れ。
　　 これこそ人間のすべてである。
　　 神は善であれ悪であれ
　　 あらゆる隠されたことについて
　　  すべての業を裁かれる。（聖書協会共同訳：コヘレトの言葉₁2章

₁₃、₁₄節）

６ ．おわりに

2₀₁₅年 ₄ 月に、はじめて日本聖書協会翻訳部から送られてきた第六稿の聖
書の箇所は「テサロニケの信徒への手紙一」で、2₀₁₇年 8 月に最後に送られ
てきたのは「ヨブ記」であった。外部モニターの作業は、私にとっては楽し
く、日本語についてはもちろん、キリスト教についても非常に勉強になった。
しかし、同時に格調を保ちつつ、現代性やわかりやすさを求めることの難し
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さを感じた。この小論では、他動性、用法の変化、意味の変化などを論じ、
上記のことについての立証を試みた。ただし、筆者はノンクリスチャンであ
り、あくまでもその視点から見た記述であることをお断りしておく。

＊『現代日本語書き言葉均衡コーパス』と『日本語歴史コーパス　明治・大
正編』のデータ収集に際しては、国立国語研究所補佐員の渡邊友香さんにお
世話になりました。

注

₁ ）『現代日本語書き言葉均衡コーパス』は、現代日本語の書き言葉の全体像を把握

するために構築された大規模なデータベースで、書籍全般、雑誌全般、新聞、白書、

ブログ、 ネット掲示板、教科書、法律などのジャンルにわたり、₁ 億₄₃₀万語のデー

タを格納している。

2 ）憲法前文の「・・・公正と信義に信頼して」の表現については、2₀₁₄年₁₀月₃₀日

の衆院予算委員会で石原慎太郎氏が「・・・に信頼して」の「に」を間違いだと

指摘し、「・・・を信頼して」と修正してはどうかと問い質した。それに対して、

当時の安倍晋三首相は一字のためだけに憲法改正に踏み込むわけにはゆかぬと

し、「「に」の一字だか、どうか「忍」の一字で・・・」と矛先をかわした。

₃ ）『日本語歴史コーパス』は、デジタル時代における日本語史研究の基礎資料とし

て開発が進められているコーパスで、『日本語歴史コーパス　明治・大正編』は、

雑誌・教科書・明治初期口語資料・近代小説のデータが公開されている。

資料

『聖書　聖書協会共同訳』第六稿 日本聖書協会

日本聖書協会（2₀₁8）『聖書　聖書協会共同訳』日本聖書協会

辞典・事典類

秋山憲兄監修（2₀₁₇）『新共同訳聖書　聖書辞典　第 2 版』新教出版社

日本国語大辞典第二版編集委員会・小学館国語辞典編集部編（2₀₀₀）『日本国語大辞

典　第二版』小学館

日本語文法学会編（2₀₁₄）『日本語文法事典』大修館書店

林巨樹・松井栄一監修（2₀₁₆）『現代国語例解辞典　第五版』小学館
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山田忠雄他編（2₀₁2）『新明解国語辞典　第七版』三省堂

コーパス類

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』国立国語研究所

『日本語歴史コーパス　明治・大正編』国立国語研究所

「コーパス検索アプリケーション 『中納言』」

https://chunagon.ninjal.ac.jp

参考文献

共同訳聖書実行委員会（₁₉8₇，₁₉88）『聖書　新共同訳』日本聖書協会

古田島洋介（2₀₁₅）「「公正と信義〈に〉信頼して」は誤りか？─石原慎太郎氏の憲

法前文修正案をめぐって─」『ことばと文化のミニ講座 』Vol. ₉₁  明星大学

新約聖書翻訳委員会訳（2₀₀₄）『新約聖書』岩波書店

『聖書』（₁₉₅₅）日本聖書協会

『聖書　聖書協会共同訳について』（2₀₁8） 日本聖書協会

『New 聖書翻訳』 No. ₅（2₀₁₉）日本聖書協会
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